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視覚障害受験者への合理的配慮は現⾏の試験時間延⻑では不⼗分である 

 
⼊学試験などにおいて、視覚障害のある受験者に対する現⾏の合理的配慮（点字による出題・解答と

1.5 倍の時間延⻑）は、複雑な表の読み取りを要する試験では不⼗分であることを解明し、視覚障害のあ
る受験者の能⼒を適正に評価するための試験⽅法の検討が急務であることを提起しました。 

 

私たちは、その結果が受験者に重要な影響を及ぼす試験をしばしば受験します。その⼀つである⼤
学⼊学共通テストでは、現在、点字による受験者には通常の試験時間の 1.5 倍の延⻑が認められてい
ます。しかし近年、図表を⽤いた出題の増加や問題の複雑化など、試験の質が変化しており、現⾏の配
慮で⼗分に合理的かどうかを検証する必要があります。 

本研究では、表を含む試験における現⾏の時間延⻑の妥当性について、⽂章と表の読み取りに要す
る時間の測定により検討しました。その結果、⽂章だけを読み取る課題では、被験者の 70%が 1.5 倍
以内、100%が 2 倍以内で読み終えることができました。それに対し、点字で作成した表を読み取る課
題では、どの被験者も 1.5 倍や 2 倍の延⻑時間内に読み終えることができませんでした。また、表の
読み取り課題では、読速度に⼤きな個⼈差が⾒られ、点字の⽂章を読み取る課題との間に相関関係は
認められませんでした。すなわち、点字の⽂章の読み取りが速いからといって、必ずしも点字で書かれ
た表の読み取りが速いとは限らないということが分かりました。 

この結果から、表を含む試験問題の場合、点字を使⽤する受験者に対する現⾏の時間延⻑では不⼗
分であることが明らかになりました。点字を使⽤する受験者の能⼒を適正に判断するための試験⽅法
を考えることは、障害の有無を問わず、⼀⼈ひとりの能⼒を適正に測るための⽅法はなにかという問
題につながり、現在の試験の枠組み⾃体を再考する必要性を提起しています。 
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 研究の背景  
私たちは、その結果が受験者に重要な影響を及ぼす試験をしばしば受験します。その⼀つである ⼤学

⼊学共通テストでは、現在、視覚障害のある受験者には点字による試験問題の提供（図１）と通常の試験
時間の 1.5 倍の延⻑が認められています。しかし近年、図表を⽤いた出題の増加や問題の複雑化など、試
験の質が変化しています。⼀般に、点字使⽤者が図表を読み取るには多くの時間がかかり、図を⽤いた出
題が多い場合、現在標準となっている 1.5 倍の時間延⻑を⾒直す必要があることが指摘されていますが、
複雑な表を含む試験に関する検討は⾏われていませんでした。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、16 歳から 26 歳までの通常の⽂字を使⽤する視覚障害のない⽣徒や学⽣ 20 ⼈と、点字を
使⽤する視覚障害のある⽣徒や学⽣ 20 ⼈に対して、以下に⽰す、⽂章のみで構成される課題１つと、表
形式の読み取りを含む課題３つの計４つの課題を⽤意し、課題１については⽂章の読み取りに要した時
間、課題２〜４については出題された問題の該当箇所を表から探し解答するまでの時間を測定しました。
課題 2〜4 は課題番号が上がるにつれ、情報量が多くなり、難易度が増しています。4 つの課題はそれぞ
れ、通常の⽂字と点字で同じ内容のものを⽤意し、通常の⽂字の使⽤者に対しては通常の⽂字で⽤意した
課題を、点字使⽤者に対しては点字で⽤意した課題を提⽰しました。 

課題 1：300 字程度の⽂章の読み取り 

課題 2：15 名の⾝⻑と体重のデータを⾝⻑の⼩さい順に並べた表の中から、指定した⾝⻑と体重にあ
てはまる⼈数を答える 

課題 3：時間割表の中から、指定した教科のコマ数を答える 

課題 4：15 名の 7 科⽬のテストの得点と平均および順位がかかれた表の中から、特定の⽣徒の最⾼得
点の科⽬を答える 

 その結果、通常の⽂字使⽤者は、全員時間内に課題を達成できたのに対して、点字使⽤者では、⽂章形
式の課題では 1.5 倍の時間内で 70％が、2 倍では全員が課題を達成できましたが、表形式の課題では、
全員が 1.5 倍や２倍の時間内では課題を達成することはできませんでした（表１）。 

さらに、点字使⽤者の特徴として、①健常者に⽐べて表形式の読み取り速度のばらつき（標準偏差）が
⼤きいこと（図２）、②⽂章形式の点字の読み取りの速さと表形式の点字の読み取りの速さは相関しない
（表２）、の 2 点が明らかになりました。 

 

 今後の展開  
本研究の結果から、表の読み取りを要する試験では、点字による受験者に対する現⾏の時間延⻑では不
⼗分であることが分かりました。しかし、⻑時間の試験による疲労を考えると、さらなる時間延⻑が本問
題の解消につながるとは⾔えません。点字を使⽤する受験⽣に対する合理的配慮として、単に試験時間の
延⻑をするだけではなく、複雑な表を可能な限りシンプルにするなど、触って理解するという⼿段やプロ
セスを考慮することが望まれます。今後、このような配慮内容の再検討に加え、障害の有無を問わず、⼀
⼈ひとりの能⼒を適切に測るための試験⽅法の検討、すなわち現在の試験の枠組み⾃体の再考を進めて
いく予定です。 
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 参考図  

  
図１ 表形式の課題の例。通常の⽂字で表された時間割表（左図）を点字で表すと右図のようになる。 
 
 
表１ 通常の⽂字使⽤者の課題遂⾏時間の 1.5 倍および２倍の延⻑時間内で課題を遂⾏した点字使⽤者
の数 

 
 
 
表２ 点字使⽤者における課題 1 の達成時間に対する課題 2〜4 の達成時間の相関係数およびｐ値 

 

 
 

1.5倍 2倍

課題１ 14 (70.0%) 20 (100.0%)

課題２ 0 (0.0%) 0 (0.0%)
課題３ 0 (0.0%) 0 (0.0%)
課題４ 0 (0.0%) 0 (0.0%)

 課題 2 課題 3 課題 4 
相関係数 0.32 0.33 0.37 
ｐ値 0.145 0.139 0.087 
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図２ 課題 1〜4 の課題遂⾏時間の平均値および標準偏差 
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